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　新型コロナの感染状況もなかなか落ち着く気配はなく，国内
においても感染制御についてはいまだ予断を許さぬ状況です．
しかしながら，国際的にはウィズコロナが浸透し，現在開催さ
れているカタールでのワールドカップサッカーを視聴しても現
地での熱狂興奮が伝わっており，コロナはもう大丈夫？　と思わ
せるほどの盛り上がりをみせています．国際学会においても
徐々に現地開催が再開されており，Web 開催ではなんとなく物
足りなかったイベントも臨場感，醍醐味を伴い復活しつつあり
ます．あらためて対面でお互いの吐息を感じながらの意思疎通
がいかに重要であるかを実感いたします．2022年 10月に第2回
Annual SMISS‒Asia/Pacific Meeting が小谷善久会長のもと大
阪で開催されました．渡航制限が大幅に解除されたこともあり，
一部の地域を除きアジア各国から予想を上回る多数の先生が来
日され，久しぶりに国内での活気ある国際学会に参加いたしま
した．この会では側方進入腰椎椎体間固定 XLIF を開発された
ブラジルのPimenta先生も来日され，XLIFに関する開発の経緯
や普及までの苦労話を講演でうかがいました．この手技の発表
当初は，かなりのバッシングがあったようですが，信念をもっ
て対応し，腰椎固定術における低侵襲手術および変形矯正の概
念を変えたといっても過言ではありません．現在では腹臥位で
の XLIF についても解剖学的な裏づけのもと臨床での実践例が
積み重なっているようです．
　さて，今回の特集は後方アプローチによる腰椎椎体間固定の
話題です．総合病院ではない当施設でも前側方の特殊な合併症
を懸念し，腰椎固定術はできるだけ後方から行っており，企画
者の筑田先生がご指摘されるように，PLIF・TLIF は市中病院
でも行われる標準的な腰椎固定術といえます． しかしながら，
一般的な術式とはいえ，後方アプローチからの損益を理解し，
さらに侵襲性を低減すること，完成度を高めることは簡単では
なく，常に工夫と改善が要求されます．本特集でのエキスパー
トの視点や意見はこれらの術式における安全性や効率性を向上
させ，いっそうの高みを目指すために参考になります．前方ア
プローチを含め，椎体間固定の選択肢は広がったものの，いか
なる進入法であっても基本的な理念を遵守し，腰椎のアライメ
ントや骨癒合達成の促進に気を配ることは大切です．本特集は
後方アプローチによる腰椎椎体間固定を極めるために大変有用
な一冊となっております．
 （高橋敏行）
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